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学生消防団                                             2
■中央図書館がリニューアルオープンしました
■市政トピックス
■県央連携都市圏域の魅力を紹介「山口ゆめ回廊」
■国際交流員コラム「ホストタウンってしっちょる？」
■緑色の野菜が主役のかんたんおかず
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み
な
さ
ん
は
「
消
防
団
」
を
ご
存
知
で

す
か
。
地
域
で
の
防
災
訓
練
な
ど
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
よ
、と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
し
、
現
役
団
員
と
し
て

ご
活
躍
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
消
防
団
と
い
う
組
織
は
、
消
防
本

部
や
消
防
署
と
同
様
、
消
防
組
織
法
に
も

と
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置

さ
れ
て
い
る
消
防
機
関
で
す
。
地
域
に
お

け
る
消
防
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
、
地
域
に
密

着
し
て
住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
と
い

う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
の
高
齢
社
会
の
進
展

が
、
こ
の
消
防
団
の
未
来
に
影
響
を
与
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
直
近
で
は
女
性
団

員
の
増
加
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
全
国
的
に

団
員
数
は
減
少
し
、
構
成
年
齢
層
に
も
偏

り
が
生
じ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
変
え
る
た
め
に
、
本

市
で
は
「
学
生
消
防
団
」
を
組
織
し
て
防

災
意
識
の
啓
発
や
、
次
世
代
の
担
い
手
の

育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
学

生
消
防
団
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、

活
動
し
て
い
る
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

消

防

本

部
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問

生
消
防
団
の
意
義
を
知
っ

て
い
た
だ
く
に
は
、
ま
ず
、

消
防
団
組
織
の
現
状
を
紹

介
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
左
下
の
グ

ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
上
の
グ
ラ
フ

で
は
、
平
成
12
年
か
ら
30
年
の
18
年
間

で
、
全
国
の
消
防
団
員
数
が
10
万
人
強

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
、
下
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
消
防
団

員
の
年
齢
層
に
お
い
て
、
40
代
以
上
が

年
々
増
加
し
、
30
代
以
下
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
消
防
団
組

織
は
、
団
員
数
の
減
少
と
高
齢
化
が

同
時
に
進
行
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
全
国
的
な
傾
向
は
本
市

も
例
外
で
は
な
く
、
そ
の
対
策
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
世
代
の

防
災
の
担
い
手
を
発
掘
し
、
地
域
の

防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
や

は
り
若
い
方
の
力
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
、「
若
い
世
代
に
消
防
団
の
こ

と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」、

「
学
生
の
持
つ
力
を
活
用
で
き
な
い

か
」、
と
組
織
し
た
の
が
「
学
生
消

防
団
」
で
す
。

　

学
生
が
消
防
団
に
加
わ
る
こ
と

で
、
防
災
力
の
強
化
に
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
学
生
自
身
の
防
災
意
識
が

高
ま
る
こ
と
で
す
。
消
防
団
に
早
い

う
ち
か
ら
加
入
し
身
に
つ
け
た
知
識

や
技
能
は
、
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら

の
暮
ら
し
に
も
必
ず
役
に
立
ち
ま

す
。
ま
た
、学
生
と
い
う
若
い
力
は
、

地
域
防
災
力
の
向
上
や
消
防
団
の
活

性
化
を
促
し
ま
す
。
若
い
担
い
手
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
有
事
の
際

の
機
動
力
が
そ
れ
だ
け
高
ま
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
制
度
に
は
、
学
生
が
消
防
団
に
属

す
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
や
関

心
を
持
ち
、
卒
業
後
も
本
市
を
支
え

る
市
民
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
期
待
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

注）19 歳以下と 60 歳以上の割合は省略しています。

学

団員　櫻木 ひさの さん

学生消防団員の 声
Q. 入団のきっかけは？
仙台に住む親戚を訪ねたと
きに東日本大震災の惨状を
知り、衝撃を受けたことが
きっかけです。自分にもで
きることを探していたとき
に、学生消防団の存在を知
り、参加を決めました。イ
ベント等では山口の魅力を
知ることができ、いい経験
になっています。

団員　時乘 陽南 さん

学生消防団員の 声
Q. 入団のきっかけは？
子どもたちに防災教育がで
きるようになりたかったか
らです。学校現場では防災
教育の重要性が高まってい
ます。なにかあっても落ち
着いて対処し、子どもたち
の命を守りたい。そう思っ
て入団しました。夢はもち
ろん、小学校の先生になる
ことです！

■消防団員数の推移※

■消防団員の年齢構成比率の推移※

ど
う
し
て
「
学
生
」
な
の
？

学生消防団※総務省消防庁ウェブサイトより

学生の
ちから
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➊ 倒壊家屋等から被災者を救助する訓練。支点
となる木材を設置する傍らで、要救助者の状態
を確認するために呼びかけを行っているところ。
➋ 放水訓練。ホースから勢いよく出る水は数十
メートル先まで到達する。
➌ 消防ブートキャンプの集合写真。一泊二日の
日程で、子どもたちとさまざまな訓練を行う。
➍ 応急手当普及活動の様子。胸骨圧迫やＡＥＤ
を使った実演により、啓発活動を行う。
➎ 消防出初式における学生消防団の観閲行進の
様子。防火・防災の意識啓発を目的に行う。

②

消防本部警防課
主任　田中 結希

　近年の地震や豪雨災害に見られるよ
うに、災害はその規模を拡大し、私
たちの生活に、より深刻な被害を与
えるものとなってきました。特に大
規模災害発生時は、人的・物的に資
源が限られることもあり、公的機関
の支援にも手の届きにくいところが
生じます。学生消防団のみなさんに
は、そういった私たちの手の届きに
くいところなどで、若者ならでは

の力を発揮をしてほしいと思います。
　 現 在（ 令 和 元 年 5 月 1 日 時 点 ）、
22 人の学生が団員として登録され
ており、各種研修や訓練に励んでい
ます。誰かを助けるために自分の力
を使いたい、でも、そんな場所がど
こにあるのかわからない。そういっ
た場を求める若者と一緒に、地域の
安全と安心を守れたら嬉しいですね。

　

学
生
消
防
団
の
活
動
は
、
平
時
と

災
害
時
の
ふ
た
つ
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
時
の
活
動
と
し
て
は
、
火
災
予

防
の
啓
発
や
応
急
手
当
の
指
導
、
消

防
出
初
式
や
救
急
フ
ェ
ア
な
ど
の
行

事
へ
参
加
し
、
防
火
・
防
災
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し

た
啓
発
活
動
を
行
う
た
め
の
知
識
・

技
能
の
習
得
の
た
め
に
、
各
種
訓
練

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
生
消
防
団

の
活
動
は
月
１
回
程
度
で
、
参
加
は

任
意
で
す
。
具
体
的
な
活
動
内
容
は

左
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
、
学
生
消
防
団
が
発
災
現

場
で
任
務
に
あ
た
る
こ
と
は
原
則
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
大
規
模
災
害

発
生
時
な
ど
は
、
公
的
機
関
の
支
援

が
十
分
に
行
き
届
か
な
い
場
面
も
生

じ
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
際
に
、

避
難
所
へ
の
物
資
搬
送
や
避
難
所
等

で
の
救
護
活
動
な
ど
、
後
方
支
援
の

役
割
を
担
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
左
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、

本
市
で
は
、
学
生
消
防
団
の
登
録
者

に
研
修
や
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
学
生

は
防
災
の
知
識
・
技
能
や
規
律
を
習

得
す
る
こ
と
が
で
き
、
希
望
者
は
応

急
手
当
普
及
員
資
格
（
事
業
所
内
で

５ 月　青空天国いこいの広場…Ⓟ
７ 月　消防操法大会
　　　 学生消防団員一日訓練
８ 月　消防ブートキャンプ
９ 月　湯田地区安心安全フェスタ…Ⓟ
10 月　yab ふれあいフェスタ…Ⓟ
11 月　おごおり福祉まつり…Ⓟ
12 月　ＪＡまつり…Ⓟ
１ 月　消防出初式
３ 月　春の防火まつり…Ⓟ

学生

山口市

事業者

雇用関係

応
急
手
当
を
指
導
す
る
資
格
）
を
取

得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
災
害
へ

の
備
え
は
一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
身
に
つ
け
た
技
能
は
、
万
一
の

際
に
、
自
分
や
身
近
な
人
を
助
け
る

大
き
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
と
い
う
地
域
貢
献

活
動
を
通
じ
て
、
普
段
は
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
等
で
活
躍
す
る
消
防
団
員
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
得
ら
れ
る
の
も

魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

入
団
を
希
望
す
る
学
生
は
市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
機
関
か
ら
集
ま
る
の

で
、
学
生
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
る

の
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
さ
ら
に
、
一
定
期
間
、
消
防
団
活

動
を
行
っ
た
学
生
に
は
証
明
書
を
交

付
し
、
そ
の
学
生
が
市
内
事
業
者
等

に
就
職
し
た
場
合
な
ど
は
、
団
員
と

事
業
者
の
双
方
に
奨
励
金
を
支
給
す

る
制
度
も
あ
り
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　
ど
ん
な
に
強
い
人
で
も
、
災
害
に

見
舞
わ
れ
る
と
、
精
神
的
に
も
身
体

的
に
も
疲
弊
し
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、

懸
命
な
若
者
の
姿
は
被
災
者
に
元
気

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
年
少
者
に
は
頼

れ
る
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
身
近

な
存
在
と
し
て
親
し
ま
れ
る
で
し
ょ

う
。
学
生
消
防
団
は
災
害
現
場
の
前

線
に
こ
そ
立
ち
ま
せ
ん
が
、
未
来
の

地
域
防
災
の
希
望
で
す
。
市
民
の
安

全
と
安
心
を
担
う
一
員
と
し
て
、
あ

な
た
の
力
を
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

学
生
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
は
？

学生消防団年間スケジュール

地域

団員　坂本 和也 さん

学生消防団員の 声
Q. 団員でよかったことは？
応急手当や救命のための行
動は、見聞きしただけでは
いざというときに対処でき
ません。実際に体験して、
知識や技術を身につけるこ
とができたのは、やはり大
きなメリットです。応急手
当普及員の資格も取得し、
人を助ける自信が得られま
した！

団員　升本 千尋 さん

学生消防団員の 声
Q. 団員でよかったことは？
たくさんの方と関われるこ
とです。学校だと学生同士
の交流が中心ですが、入団
することで、消防団や地域
の方と知り合うことができ
ました。救命講習など、大
学の講義後に受けることも
できますし、啓発イベント
も土日が多いので参加しや
すいですよ。

求
む
！
未
来
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

10 万円30 万円

※認定には一定
の条件がありま
す。詳しくは、
消防本部警防課
までお問い合わ
せください。

本市に住民票を有
し、卒業後も消防
団活動を継続

① ②

※Ⓟは、イベントにおけるＰＲ活動
※スケジュールは予定です。

「学生だからできること」がある

山口市学生消防団員就業奨励金
山口市消防団企業雇用奨励金

voice

防災力up!

③

④ ⑤
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イベント情報
◆デコってペロって

学んでジェラート
●日時　６月 26 日（水）
　　　　17 時 30 分～ 18 時 30 分
●場所　中央図書館共同利用スペース
●内容　ジェラートに関するクイズ、

みんなでトッピング、試食等
●対象　小学４年生～中学３年生
　　　　先着 20 人（保護者同伴可）
●講師　竹村美栄氏
　　　　（gelato&coffee Pelo）
●料金　300 円
●申込　６月 3 日（月）9 時から電話

で中央図書館まで

◆写真展 & おもちゃづくり
「ネコの写真展」
●期間　６月 12 日（水）～
            ６月 20 日（木）
●内容　ネコカフェ GATO で生活する

ネコたちの写真を展示します。
「ネコカフェオーナー直伝

ネコと遊べるおもちゃづくり」
●日時　６月 20 日（木）
　　　　16 時～ 17 時
●内容　身近な材料を使った、ネコと

遊べるおもちゃづくり
●講師　福永由香里氏
　　　　（ネコカフェ GATO）
◆いずれも
●場所　中央図書館交流スペース
●定員・料金・申込　なし

山口市立中央図書館
●開館時間　平日 10 時～ 19 時
　　　　　　土日祝 10 時～ 17 時
●休館日　火曜日、図書整理日、特別

　　　　 整理期間、年末年始
●所在地　 〒 753-0075 中園町７-7

中央図書館☎ 083-901-1040

中央図書館 主幹 大井勉

問

より利用しやす
くなった中央図
書館をぜひご利
用ください！中央図書館が

リニューアルオープンしました

▼ここがポイント！
・デスクトップパソコンを使ってインター

ネット、商用データベースを閲覧できま
す。ＤＶＤの視聴も可能です。

・館内貸出用のタブレット端末を使ってイ
ンターネットを閲覧できます。

▼利用申込　レファレンスカウンターで受付
▼貸出品　インターネット検索パソコン…

5台（うち1台は商用データベース利用可）
／新聞検索パソコン…1 台／タブレット
端末…5 台

▼ここがポイント！
・図書館が主催する、テーマに応じたワー

クショップ等で、さまざまな分野につい
て学べます。

・自主学習にも利用できます。
▼閲覧席　36 席（最大利用時）

▼ここがポイント！
・館内貸出用のポータブルＤＶＤプレー

ヤー、ポータブルＣＤプレーヤーを
使って音楽・映像を楽しめます。

▼利用申込　レファレンスカウンターで
受付

▼貸出品　ポータブルＤＶＤプレーヤー…
5 台／ポータブル CD プレーヤー…5 台

本市では、本が人と人をつなぎ、新たな交流やにぎわい、市民
活動を創出し、まちを活性化する新しい取り組み「まちじゅう
読書推進プロジェクト」を進めます。中央図書館を市民の交流
や活動の場としてリニューアルし、まちのさまざまな資源と図
書館がコラボした新たな事業を展開します。

交流スペース

一般図書コーナー

サービスカウンター

こどもカウンター

おはなしのへや

こども
コーナー ティーンズコーナー

レファレンス
カウンター入口

中庭 中庭

地
域
資
料
・

参
考
資
料
コ
ー
ナ
ー

情報検索スペース

エントランスエリア

音楽・映像資料

▼ここがポイント！
・書架や閲覧席を再配置し、広く開放的な空 

間になりました。
・「交流スペース」を新たに整備し、ワーク

ショップやミニセミナー、ライブラリーコ
ンサートなどを定期的に開催します。

・快適で落ち着いた雰囲気の中で、飲み物を
飲みながら過ごすことができます。

映 画 の DVD
の視聴も！

自主学習
にも！

共同利用スペース

図書館講座で
グループワーク
もできる！

ワークショップ
に子どもと参加
したい！

飲料の持ち込み OK
▼ここがポイント！
・館内どこでも、飲み物を飲みながらゆっく

りと読書等を楽しめるようになりました。
▼注意事項
①容器はふた付きのものに限ります。
②本や雑誌など、資料をぬらさないようお気を付けください。
③飲み終えた容器は、各自でお持ち帰りください。
④食事はご遠慮ください。
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し
、
地
域
の

受
け
入
れ
体

制
の
さ
ら
な

る
強
化
と
受

け
入
れ
ノ
ウ

ハ
ウ
の
継
承

に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま

し
た
。

　
式
で
市
長
は
、「
移
住
者
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な

サ
ポ
ー
ト
を
引
き
つ
づ
き
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
田
村
さ
ん
は
「
す
ぐ
に

住
め
る
貸
家
の
確
保
を
第
一
優
先
と
し
て
、

地
域
・
行
政
と
連
携
し
、
与
え
ら
れ
た
業

務
を
果
た
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、

斉
藤
さ
ん
は
「
移
住
者
を
呼
び
込
む
に
は

道
路
の
早
期
整
備
が
必
要
。
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

定
住
促
進
課
☎
０
８
３

９
３
４


４
６
４
６

　
４
月
23
日
（
火
）、
公
益
社
団
法
人
山
口

法
人
会
か
ら
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
の
ぼ
り
旗
と
、
の
ぼ
り
旗
用
の
ポ
ー
ル

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
は
、
子
ど

も
の
身
に
何
か
あ
っ
た
と
き
に
駆
け
込
む

た
め
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
、
通
学
路

上
の
民
家
や
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
て

設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

市
内
に
お
い
て
は
、
現
在
約
１
３
７
０
箇

所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
口
法
人
会
の
入
交
会
長
は
、「
の
ぼ

り
旗
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安

心
が
確
保
さ
れ
、
す
く
す
く
と
育
ち
、
学

べ
る
よ
う
な
環
境
・
地
域
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
教
育
長
は
、「
こ

の
の
ぼ
り
旗
は
安
全
安
心
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
る
。

地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校

づ
く
り
・
協

働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め

て
、
子
ど
も

た
ち
を
市
全

体
で
見
守
り

育
て
て
い
き

た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

社
会
教
育
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
６
５

　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）、
新
人
詩
人
の

登
竜
門
と
さ
れ
る
第
24
回
中
原
中
也
賞

贈
呈
式
を
、
湯
田
温
泉
ユ
ウ
ベ
ル
ホ
テ
ル

駅
『
長
門
峡
』
を
本
市
の
み
な
ら
ず
、
近

隣
市
町
と
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る

広
域
観
光
の
拠
点
と
し
て
最
大
限
に
活
用

し
、
地
元
の
皆
様
と
手
を
携
え
な
が
ら
地

域
の
魅
力
発
信
と
回
遊
性
の
更
な
る
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
道
の
駅
「
長
門
峡
」
は
平
成
29
年
か
ら

改
修
工
事
を
進
め
て
お
り
、全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
は
本
年
９
月
中
旬
頃
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

阿
東
総
合
支
所
農
林
課
☎
０
８
３


９
５
６

０
９
８
４

　
４
月
８
日
（
月
）、
移
住
者
の
定
着
支
援

に
取
り
組
む
「
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

の
委
嘱
状
交
付
式
を
山
口
総
合
支
所
で
行

い
、
阿
東
地
域
に
田
村
哲
信
さ
ん
、
徳
地

地
域
に
斉
藤
明
信
さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
移
住
者
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
地
域
で
生
活
し
、
定

住
に
繋
が
る
よ
う
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
の
調

査
や
移
住
希
望
者
の
現
地
案
内
等
の
支
援

を
行
う
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の
お
手
本
と
な

る
方
で
す
。
お
二
人
は
、
こ
れ
ま
で
も
定

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
豊
か
な
経
験
を
生
か

　
４
月
６
日
（
土
）、
道
の
駅
「
長
門
峡
」

の「
展
示
即
売
室
棟
」完
成
を
記
念
し
、オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
「
展
示
即
売
室
棟
」
に
は
、

ふ
れ
あ
い
広
場
に
面
し
た
東
側
入
口
に「
お

ま
ね
き
テ
ラ
ス
」
と
名
付
け
た
大
き
な
軒

下
空
間
を
設
置
。
ま
た
、
24
時
間
利
用
可

能
な
屋
外
ト
イ
レ
を
併
設
す
る
な
ど
、
訪

れ
る
方
を
温
か
く
お
迎
え
す
る
環
境
づ
く

り
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
店
舗
販
売
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
一
般

社
団
法
人
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
が
運
営
す

る
売
店
「
あ
と
う
の
恵
み
」
が
担
い
、「
あ

と
う
和
牛
」
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
農

林
産
品
、
加
工
品
な
ど
の
販
売
ス
ペ
ー
ス

を
拡
充
。
売

り
場
面
積
を

従
来
の
約
３

倍
に
拡
張
し
、

陳
列
棚
を
低

層
化
す
る
な

ど
、
開
放
感

の
あ
る
見
通

し
の
よ
い
店

舗
空
間
と
し

て
い
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
市
長
は
、「
こ
こ
道
の

道
の
駅
「
長
門
峡
」

展
示
即
売
室
棟
オ
ー
プ
ン

問

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

阿
東
・
徳
地
地
域
の

定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
委
嘱

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
ぼ
り
旗
と
ポ
ー
ル
を
受
贈

問

問

市長を囲む、斉藤さん（左）と田村さん（右）

正賞を贈る市長と井戸川射子さん（右） 完成した展示即売室棟の「おまねきテラス」

松
政
で
行
い
、
詩
集
『
す
る
、
さ
れ
る

ユ
ー
ト
ピ
ア
』
で
受
賞
さ
れ
た
国
語
教
諭
、

井い
ど
が
わ
い
こ

戸
川
射
子
さ
ん
に
、
賞
状
（
山
口
萩
焼

の
陶
板
）
や
正
賞
（
中
也
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
）、

副
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

　
同
賞
は
中
也
の
業
績
の
顕
彰
を
目
的
に

１
９
９
５
年
に
創
設
。
今
回
は
全
国
か
ら

２
１
８
点
の
応
募
・
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
作
は

井
戸
川
さ
ん

の
第
一
詩
集

で
、
昨
年
９

月
に
私
家
版

と
し
て
刊
行

し
、「
母
の
死
」

を
テ
ー
マ
に

22
編
を
収
め

ら
れ
ま
し
た
。

高
校
２
年
生

の
時
に
祖
父
が
死
去
し
た
と
い
う
実
体
験

を
元
に
し
た
こ
と
を
明
か
し
「
祖
父
が
好

き
だ
っ
た
中
也
の
賞
を
い
た
だ
き
、
格
別

な
思
い
。
生
徒
に
も
言
っ
て
い
る
が
、
感

情
は
言
葉
に
し
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
。
で

も
伝
え
き
れ
な
い
と
い
う
揺
ら
ぎ
が
詩
集

に
出
て
い
る
」と
作
品
に
つ
い
て
語
り
、「
こ

れ
か
ら
も
感
情
を
表
せ
る
詩
を
中
心
に
書

い
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
長
は
、「
さ
ら
な
る
飛
躍
の
一
歩
と
し
、

素
晴
ら
し
い
作
品
を
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
激
励
し
ま
し
た
。

文
化
交
流
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
１
７

第
24
回
中
原
中
也
賞

贈
呈
式
を
開
催

問

山口法人会の入交会長（左）と教育長（右）

とはいえ、服に着られている感じがするあた
りは、まだ幼さの残る部分かもしれません。

表
紙
の
写
真

き
っ
か
け
は
違
っ
て
も

　
特
集
で
取
り
上
げ
た
学
生
消
防
団
。

表
紙
の
写
真
は
、
そ
の
学
生
た
ち
を
取

材
し
た
と
き
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。
敬
礼

す
る
姿
が
と
て
も
様
に
な
っ
て
い
て
、

ピ
ン
と
張
っ
た
背
筋
や
ま
な
ざ
し
の
強

さ
に
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
取
材
し
な
が
ら
思
っ
た
の
は
、
誰
か

の
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
き
っ
か
け

は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
い
う
こ
と
。
で

も
、
そ
う
い
う
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
や
は
り
彼
ら
の
関
わ
っ
た

人
物
に
、
そ
ん
な
姿
を
示
す
人
が
い
た

か
ら
こ
そ
で
す
。
写
真
の
彼
、
彼
女
た

ち
も
、
き
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

ら
れ
、「
自
分
も
な
に
か
」
と
感
じ
た

の
で
し
ょ
う
。
ま
る
で
、
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
は
、
人
か
ら
人
へ
伝
わ
っ
て

い
く
か
の
よ
う
で
す
。
目
に
は
見
え
ま

せ
ん
が
、
学
生
た
ち
の
姿
が
そ
う
語
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

問 広報広聴課☎ 083-934-2753

　

萬　
忠
雄
（
保
健
衛
生
功
労 

71 

現
一
般
社
団
法
人
山
口
県
医
師
会
常
任
理
事
）

令和元年春の叙勲・褒章および第 32回危険業務従事者叙勲受章者
春の叙勲・褒章および危険業務従事者叙勲を、市内の 24 人の方が受章されました。
受章された方は次の通りです。※（　）内は功績、年齢、主要経歴（敬称略） 　総務課 ☎ 083-934-2908問

旭
日
双
光
章

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
単
光
章

藍
綬
褒
章

瑞
宝
双
光
章

奈
原　
伸
雄
（
地
方
自
治
功
労 

71 

元
山
口
県
総
務
部
理
事
）

堀
田　
文
雄
（
裁
判
官
功
労 

72 

元
山
口
簡
易
裁
判
所
判
事
）

宮
田　
博
喜
（
地
方
自
治
功
労 

70 

元
山
口
県
会
計
管
理
局
長
）

　
神
德　
正
治
（
警
察
功
労 

76 

元
警
視
長
）

佐
伯　
隆
雄
（
消
防
功
労 

68 

元
山
口
市
消
防
監
）

田
中　
欣
也
（
警
察
功
労 

71 

元
警
視
正
）

益
成　
正
一
（
警
察
功
労 

72 

元
山
口
県
警
部
）

山
口　
大
輔
（
防
衛
功
労 

61 

元
１
等
陸
尉
）

　
金
子　
正
祐
（
消
防
功
労 

74 

元
山
口
市
消
防
団
副
団
長
）

榊
原　
美
江
子
（
児
童
福
祉
功
労 

70 

現
花
尾
保
育
園
主
任
保
育
士
）

坂
本　
桂
吾
（
消
防
功
労 

73 

元
山
口
県
阿
東
町
消
防
団
団
長
）

八
木　
貞
子
（
調
停
委
員
功
労 

70 

現
調
停
委
員
）　

石
光　
研
治
（
矯
正
業
務
功
労 

62 

元
法
務
事
務
官
）

井
本　
　
明
（
警
察
功
労 

72 

元
山
口
県
警
部
補
）

大
石　
博
志
（
防
衛
功
労 

61 

元
３
等
陸
尉
）

沖
原　
武
則
（
防
衛
功
労 

61 

元
３
等
陸
尉
）

柏
村　
晃
嗣
（
防
衛
功
労 

61 

元
３
等
陸
尉
）

金
子　
　
宏
（
警
察
功
労 

72 

元
山
口
県
警
部
）

財
満　
　
雅
（
警
察
功
労 

72 

元
山
口
県
警
部
補
）

中
野　
　
一
（
矯
正
業
務
功
労 

66 

元
法
務
事
務
官
）

橋
永　
　
智
（
警
察
功
労 

72 

元
山
口
県
警
視
）

三
輪　
　
忠
（
消
防
功
労 

66 

元
山
口
市
消
防
司
令
）

古
谷　
忠
明
（
更
生
保
護
功
績 

76 

現
保
護
司
）
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玉江浦地区に藩政時代から約300
年にわたり受け継がれている和船
競漕「おしくらごう」。中学校・
一般の部の競漕も開催します。
日時　6 月 2 日（日）９時～ 13

時
場所　萩市玉江浦
問 萩市水産課☎0838-25-4195

約 4,000 株のあじさいが江汐公
園内を彩るおまつりです。園内散
策ツアーや苗の抽選会等も開催。
日時　6 月 16 日（日）10 時～

15 時
場所　江汐公園管理棟 ･あじさい園
問 江汐公園管理棟☎ 0836-83-

5378

美しいハナショウブを眺めなが
らのお茶席や生花展、苗販売や
栽培相談会等を開催します。
日時　6 月 9 日（日）10 時～

15 時
場所　ときわ公園しょうぶ苑ほか
問 宇部市ときわ公園課☎ 0836-

54-0551

拝殿前には、青野山産のチガヤで
作った直径1.5mの輪がつるされ、
神事とともに、夏場の無病息災を
願う人々が輪をくぐります。
日時　6 月 30 日（日）18 時から
場所　弥栄神社
問 津和野観光協会☎ 0856-72-

1771

しょうぶまつり

6 歳からハンガリーで学んだピア
ニスト金子三勇士によるデュオリ
サイタルです。
日時　6 月 23 日（日）14 時から
場所　秋吉台国際芸術村コンサー

トホール
秋吉台国際芸術村事業企画課

☎ 0837-63-0020

山口県央連携都市圏域では、多
彩なイベントを開催中。さらに多
くの情報は右のＱＲコードから。

第 16 回萩の和船大競漕
～おしくらごう～

コハーン・イシュトヴァーン
&金子三勇士デュオリサイタル 輪くぐり神事

第 23 回あじさいまつり

美祢 萩 津和野

山陽
小野田 宇部

西のアジサイ寺として知られ、緑
豊かな境内では、約 80 種 4,000
株のアジサイを観賞いただけます。
日時　6 月 1 日（ 土 ） ～ 6 月

30 日（日）8 時～ 17 時
場所　東大寺別院阿弥陀寺
問 東大寺別院阿弥陀寺☎ 0835-

38-0839

東大寺別院阿弥陀寺
アジサイ祭

防府

問

 

今回は世界で活躍するスペイン
代表選手をご紹介します。

交
流
を
楽
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む
水
泳
ス
ペ
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ン
代
表
チ
ー
ム
と
山
口
県
立

大
学
の
学
生
た
ち

問国際交流課 ☎ 083-934-2725

　昨年 12 月に、水泳のスペイン代表選手が合宿で山口市を訪れ
た際に、山口県立大学の学生たちと合気道を体験しました。
　選手たちは、日本の武道を体験でき、とても感激している様子
でした。実は私が日本文化を深く学びたいと思ったきっかけは武
道でした。武道で重視される精神統一や礼法の尊重に則った潔さ
に魅了される人は、欧米では決して少なくありません。

　今回ご紹介するのは、日本発祥の伝統競技「空手道」
の選手です。サンドラ・サンチェス選手は去年マドリー
ドで開催された世界選手権大会の個人戦「形の部」で
優勝し、東京五輪でも金メダル候補として期待されて
います。また、ダミアン・キンテロ選手も空手の世界
ランキングで上位に位置しており、空手界で注目され
ています。
　こうしてスペインの空手界で世界トップレベルの選
手が輩出され、育ってきているということは、日本文
化に対する「憧れ」の強さを示していると私は考えて
います。

日本武道の魅力を伝えるスペイン代表選手

サ
ン
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18
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位
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者
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vol.3

山口市国際交流員
エフライン

作り方
１洗ったほうれんそうを

キッチンペーパーできつ
めに巻き、水をかけて軽
く絞る。

２電子レンジ（500W）で、
軟らかくなるまで約 3 分
加熱する。

３２を水にさらし、絞って    
6㎝の長さに切って、更
に固く絞る。

４ベーコンを 1㎝幅に切
り、キッチンペーパーを
敷いた皿に重ならないよ
うに並べ、キッチンペー
パーを上にかぶせる。

5 電子レンジ（500W）で
約 3 分半加熱する。

6 ボウルに A を混ぜ合わ
せ、ほうれんそうとベー
コンを和える。

材料（４人分）
アスパラガス……６本
小松菜……………３株
ベーコン…………５枚
冷凍コーン…大さじ２

マヨネーズ……大さじ２
ケチャップ……大さじ１
ピザ用チーズ………適量

A

料理初心者、お子さんとの料理にもおすすめ

カップに入れてお弁当や朝食に

材料（４人分）
ほうれんそう…１袋　
ベーコン………２枚

マヨネーズ……大さじ３
みそ……………小さじ１
白いりごま……小さじ１
白すりごま……小さじ２

作り方
１材料を切る。
  アスパラガス・小松菜…

3㎝の長さ／ベーコン…1
㎝幅

２フライパンでベーコンを
カリカリに炒める。

３アスパラガス、小松菜、
コーンを加えて炒める。

４全体に火が通ったら、火
を止めて A を入れて混
ぜる。

5 カップに入れ、ピザ用
チーズをのせてオーブ
ントースターで 5 分加
熱する。

附属山口中２年 松浦寛太さん考案

切っていためてチン。アスパラと
小松菜のオーロラソースグラタン

カリカリベーコンと
ほうれんそうのごま味噌マヨ

宮野小 5 年 田中諒雅さん考案

A

　１日 3 食、主食・主菜・副菜のそろっ
た食事が習慣になることを目指し、「緑色
の野菜が主役のかんたんおかず」を募集
しました。小中学生が考えた「第１3 回
ぼく・わたしのお料理コンクール」の入
賞作品を紹介します。（学年は昨年受賞時）
　受賞作品の作り方などを掲載したリー
フレットは、各保健センターにあります。

健康増進課 ☎ 083-921-2666問
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6/1（土）

開催中のイベント

イベントカレンダー6
月

6/2（日）

7/1（月）まで

7/28（日）まで

企画展「四境戦争への道～慶応
前期の大村益次郎と長州藩～」

    十朋亭維新館
　 ☎ 083-902-1688
問所

6/15（土）

山
口
市
長

6/8（土）

7/1（月）～ 8/7（水）6/5（水）～ 9/2（月）
四十八瀬川ほたる祭り

実行委員会
☎ 083-972-6314

新町西公民館前広場
問
所

詩と音楽のコラボレーション集
団 VOICE SPACE による中原
中也の詩に基づく楽曲等を中心
としたコンサートです。
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中原中也記念館開館 25 周年記
念コンサート

中原中也記念館
☎ 083-932-6430

市民会館
問
所

阿知須浦まつり（十七夜祭・花
火大会）

実行委員会
☎ 0836-65-2129

阿知須浦地区ほか
問
所

宮野ホタルまつり

実行委員会
☎ 083-934-5005

山口ふれあい館
問
所

ホタルの夕べ in 串
問所 　徳地地域交流センター串
分館 ☎ 0835-54-0222

あじさい日和
問所 　重源の郷
　☎ 0835-52-1250

おいでマルシェ（毎月第 1 日曜）

実行委員会
☎ 090-2312-0055

中央公園
問
所

企画展「沸騰する精神 -- 詩人・
上田敏雄」

    中原中也記念館
　 ☎ 083-932-6430
問所

企画展「幕末志士の投宿場・竪
小路」

    山口市菜香亭
　 ☎ 083-934-3312
問所

森林セラピー体験「青水無月を
歩く森林浴ツアー」

    森林セラピー山口
　 ☎ 0835-56-5234
問所

6/23（日）

7/5（金）

6/1（土） ” ほたる祭り ” を開催
所 山口ふるさと伝承総合セン

ター、Ｃ・Ｓ赤れんが、一
の坂川多目的広場、一の坂
川交通交流広場付近

ほたる観賞Ｗ
ウ イ ー ク

eek ！

［平日］観光交流課
☎ 083-934-2810

一の坂川周辺
問
所

［土日］山口ふるさと伝承総合
センター ☎ 083-928-3333

6/8（土）～ 7/7（日）

山口ふるさと伝承総合センター
七夕飾り
問所 　山口ふるさと伝承総合セン
ター ☎ 083-928-3333

6/1（土）～ 7（金）

あしたへトライあしたへトライ


